
Ⅰ．はじめに

　ソーシャルワーカーには、多様化・複雑化する福祉ニーズへ対応するための高い
ソーシャルワークスキルが求められている。ソーシャルワーク専門職の成長を支える
プロセスとして重要視されているのがスーパービジョンであり、ソーシャルワーク実
践の一環として位置づけられている。
　Kadushin, A. １）は、スーパーバイザーにはスーパーバイジーの仕事上の行動を指
揮、コーディネート、強化、評価すべく権限が委譲されており、スーパーバイザーは
スーパーバイジーの業務遂行のための説明義務があると述べている。この責任を果た
すためには管理的・教育的・支持的機能が必要であり、スーパービジョンの長期の目
的はクライエントへのサービス提供の質を担保することである。

しかし、先行研究では、スーパービジョンを受けた経験がないソーシャルワーカー
や、スーパービジョン経験のないソーシャルワーカーが少なくないことが報告されて
いる。日本社会福祉士会員を対象とした全国調査２）では、スーパービジョンを受け
た経験（以下、「スーパーバイジー経験」という）がないソーシャルワーカーは回答
者の ５０．０％、スーパービジョンを行った経験（以下、「スーパーバイザー経験」という）
のあるソーシャルワーカーは回答者の ３１．５％であった。また、スーパーバイジー経
験がなかった理由として、①上司や職場の理解がない、スーパービジョンが何か分かっ
ていない、②スーパーバイザーがいない、職場に受ける環境がない、機会やきっかけ
がない、受け方がわからない、③忙しい、時間がない、④意欲がない、必要でない、
他の手段でたりる、などであった。
　塩田３）は、スーパービジョンが福祉現場に根付かない理由について、①同職種間
スーパービジョンが困難であり、かつ経験知でスーパーバイザー役割が決まる、②管
理的立場からのスーパービジョンの無理解のために、スーパービジョンの形骸化がお
こる、③日本人はスーパービジョン関係といった契約関係よりも感覚的な人間関係に
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重きを置く、といった点をあげ、欧米発の理論をわが国の福祉現場にそのまま当ては
めようとすることの困難さについて指摘している。
　すなわち、ソーシャルワーク実践においてスーパービジョンは重要であるにもかか
わらず、福祉現場においてはスーパーバイザー経験不足、能力不足、職場の無理解、
お国柄に合わない日本のスーパービジョンの存在、といった課題が山積している。
　このような課題に対応する方法として、スーパービジョン研修の効果が期待でき
る。久田ら４）は、「傾聴」「技術習得への意欲」「サービス管理責任者としての役割」

「スーパーバイザーとしての気づき」などについてスーパービジョン研修の効果が得
られたことを報告している。しかし、一方、このようなスーパービジョン研修の機会
は少なく、スーパービジョン研修を受講したことがないと回答したソーシャルワー
カーが７３．７％に及ぶことを明らかにしている。その理由は、「機会がない」「日程が合
わない」「時間がない」「職場として参加できる体制がない」などがあげられていた。
　このようなスーパービジョンの課題がある中、研修参加も容易ではない福祉現場
で、スーパーバイザーは、どのようにスーパービジョンに取り組んでいるのだろうか。
これまで、スーパービジョンの実態や課題について統計処理された調査報告は多いも
のの、スーパーバイザーが福祉現場のスーパービジョンの課題にどのような取り組み
を実施し、スーパーバイジーに向き合っているのか、その体験を記述した研究は見当
たらない。
　そこで、本研究では、スーパーバイザーへのフォーカスグループインタビュー調査
によって、福祉現場におけるソーシャルワーカーのスーパーバイジーに向き合う体験
を明らかにすることとした。体験の追求という研究課題に対しては数値的に表われに
くい現象の分析が求められる。そのため研究デザインは質的記述的研究手法を用いた。

Ⅱ．研究目的

　研究目的は、福祉現場におけるソーシャルワーカーのスーパービジョンの体験を、
スーパーバイザーへのフォーカスグループインタビュー調査によって明らかにするこ
とである。

Ⅲ．研究方法

１．調査日
　令和元年１０月２１日に実施した。
２．調査方法
　フォーカスグループインタビューによる調査である。
３．調査内容
　対象者属性として、年齢・性別、現在の職種、スーパーバイザー経験、スーパービ
ジョン研修受講経験、福祉現場の経験年数等について聞いた。
　スーパービジョンの考えとしては、職員間との信頼関係構築上の工夫、利用者の問
題解決場面のスーパービジョンでの工夫、福祉現場職員や実習生へのスーパーバイ
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表１　対象者属性

ザー経験でスーパービジョンがうまくいった事例やうまくいかなかった事例、スー
パーバイザーとしてのジレンマや困った出来事、スーパービジョンに対する自己の自
信のある点、自信のない点、自信がついてきた点、スーパーバイザーとしてのやりが
い等について、具体的な取り組み内容を提示してもらった上で、スーパーバイザーと
しての体験を述べてもらった。
４．分析方法
　分析方法は質的記述的に行った。研究対象者の語りは録音したデータを逐語録と
し、意味内容によって１文脈単位で抽出した。次に、抽出したデータの意味内容を
保ったまま、簡潔な表現にしてコード化し、類似性に基づいてサブカテゴリ、カテゴ
リ化と抽象度を上げて命名した。最後まで残ったカテゴリについて論理的な関連性が
できるよう空間配置を行い、カテゴリ間の関連について構造化した。
５．倫理的配慮
　本研究は東北文教大学・東北文教大学短期大学部研究倫理審査委員会の審議を経て
承認後に実施した。研究協力施設の施設長及び研究対象者に対し、研究の目的・意
義・方法、プライバシー保護のための対策、データの取り扱いと廃棄、研究協力によ
る利益・不利益とその対応、研究成果の学会等での公表の際の留意事項などを記載し
た依頼文書、説明文書、同意書と同意撤回書を作成し、書面に基づいて説明し同意を
得た。

Ⅳ．研究結果

１．対象者属性（表１）
　対象者は６人で、男性が５人、女性が１人であった。年齢は３６歳から５５歳であった。
施設種別は特別養護老人ホームが４人、介護老人保健施設が１人、認知症グループ
ホームが１人であった。現在の職種は生活相談員が３人、施設長が２人、業務主査が
１人であった。全員がスーパーバイザー経験があり、４人はスーパービジョン研修の
受講経験があった。福祉現場勤務経験年数は１４年から２６年であった。
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表２　ソーシャルワーカーのスーパーバイジーに向き合う体験

ソーシャルワーカー

２．ソーシャルワーカーのスーパーバイジーに向き合う体験（表２）
　コード数は５７、サブカテゴリ数は２８であった。カテゴリは【福祉現場におけるスー
パービジョンの課題】【課題不明確で未熟なスーパーバイジー】【スーパービジョン機
能を活用した指導】【スーパービジョンの効果向上を目指した取り組み】【スーパーバ
イジーのソーシャルワーカーとしての成長にやりがい】【スーパービジョンによる自
己覚知】という６つが導かれた。
　以下、【 】はカテゴリ、「 」はサブカテゴリとして示す。なお、対象者の語りの例
を『斜体』で表し、原文のままとした。
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（１）【福祉現場におけるスーパービジョンの課題】
　【福祉現場におけるスーパービジョンの課題】は「養成校の学習と現場の実践の違
いへの不安」「見て学習させるスーパービジョンの方法の限界」「自己課題解決につな
げるシステム不足」「ケアの質向上に向けたスーパーバイザーの課題」「中途半端な福
祉現場のスーパービジョンの体験」というサブカテゴリから編成された。
　このカテゴリは、スーパーバイザーが福祉現場での教育システム不足や、自身の
スーパービジョン技能上の課題、人材不足や時間不足の中でスーパービジョンしなけ
ればならない限界などを感じていることを意味した。

『今は、人材の問題もあって、できる職員もいますが、できない職員もいて、で
きない人もなんとか継続的に仕事を続けていけるよう指導していく考え方が大事
だということをみんなに伝えています。でも、現場の職員は、できない人をカ
バーしている自分たちの立場はどうなるんだ、と。だからなるべく時間外や人事
考課は頑張っている人につけていくようなことをしていますが、でもそこは課題
なのかなって。仕事ができない人をどうやって育てていくのか、といったところ
が課題。（Ｂ）』

『スーパービジョンを科書的に言うと、契約を結んでなにをして、というところ
があるのですが、職場では関係が続いていくというところがあって。本当はスー
パービジョンは契約を結んで評価をして期限を決めてというところがあるので
しょうけれど、職場の中で業務の中で、スーパービジョンとＯＪＴなのかあいま
いなところが難しいというか。終わりがないというか。（Ｃ）』

（２）【課題不明確で未熟なスーパーバイジー】
　【課題不明確で未熟なスーパーバイジー】は「利用者観察に不安があるスーパーバ
イジーの未熟さ」「初期の自己課題をスーパーバイジーに見つけてもらうスーパービ
ジョン」というサブカテゴリから編成された。
　このカテゴリは、自己が達成すべき課題や克服すべき問題を自覚できないスーパー
バイジーが多く、特に初期の関わるスーパーバイジーへの指導の困難さをスーパーバ
イザーが感じていることを意味した。

『課題について本人たちが意識していないと難しくて、課題発見をするところま
でいっていない職員がいて、本人たちが、処理していかなければならない課題や
挑戦していかなければならないことを把握している職員であれば、スーパービ
ジョンもかなり効果があるものになっていくような印象はあります。それ以外は
結果がついてこないような気がしていますね。（Ｄ）』

『アセスメントの仕方が一般的になってしまって、最初からメモするんですよ。
メモしないでちゃんと利用者さんのことを観察しなさいよ、というんですが。

（Ｄ）』

（３）【スーパービジョン機能を活用した指導】
　【スーパービジョン機能を活用した指導】は「潤滑油となって構築する人間関係（管
理的機能）」「スーパーバイザーの意図を他スタッフに伝達（管理的機能）」「ネガティ
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ブな出来事をポジティブに捉えたスーパービジョン（教育的機能）」「地域福祉の取り
組みをスーパービジョンに活用（教育的機能）」「多角的な視点で考察するスーパービ
ジョン（教育的機能）」「一般的なマナーの修得に向けたスーパービジョン（教育的機
能）」「経営的視点を含めたスーパービジョン（教育的機能）」「スーパーバイジーが疲
弊しないよう支持（支持的機能）」「長期的視点でのスーパービジョン（支持的機能）」
というサブカテゴリから編成された。
　このカテゴリは、スーパーバイザーが、人間関係構築や業務管理といった「管理的
機能」、専門職として知るべき教育内容として事故対応、地域福祉、多角的視野、マ
ナー、経営管理といった「教育的機能」、心的苦痛の緩和につながる「支持的機能」
といったスーパービジョンの３つの機能を活用しながらスーパービジョンを行ってい
ることを意味した。

『メンバーの上に立って指示をすることが相談員の仕事ではない。表立つわけで
はなく、みんなの潤滑油になってまとめて行くこと。（Ａ）』

『多職種の視点というか、リハビリとか、看護師とかといった視点、それから家
族の視点とか、多角的な視点というところを伝えるようにしている。一つのこと
だけ見ていると流されてしまうというか、立ち位置わからなくなつてしまう。

（Ｅ）』
『実習生は自分の手を離れたところで実習してくるような場面があって、そんな
ときは、大丈夫だよ、大丈夫だよ、と声をかけて、まあ、支持的機能というか。

（Ｃ）』

（４）【スーパービジョンの効果向上を目指した取り組み】
　【スーパービジョンの効果向上を目指した取り組み】は「プリセプター機能向上の
ための巡回指導体勢」「スーパーバイジーの潜在的能力を顕在化するスーパービジョ
ン」「スーパーバイジーに経験させるスーパービジョンで成功体験」「スーパービジョ
ンにおける振り返り学習の充実」「スーパーバイジーとスーパーバイザーの共通目標
立案」というサブカテゴリから編成された。
　このカテゴリは、プリセプターの巡回指導体勢を構築することや、スーパーバイ
ジーが成功体験を持てるよう実際の利用者に関わってもらう機会を作ること、振り返
りの場面ではホワイトボートを活用して視覚的に意味づけする時間を設けるなど、こ
れまで実践されているスーパービジョンの効果がさらに向上するような独自の取り組
みを、スーパーバイザーとして実施していることを意味した。

『スーパービジョンを活かすシステムがなかなかなくて、ＯＪＴとか、個人の指
導とかあるのですけれど。うちが工夫したことは、プリセプター制度というもの
を導入して、新人に先輩職員をつけて育てていってもらっていたのですが、なか
なかうまくいかなくて、そこで、今年度から法人の巡回指導者というのを作って、
面談できるようにした。実際、巡回指導者が巡回に行くとうまくいっていないこ
とがわかってきて。（Ｂ）』

『自信をもってもらうというか。主体的にするってことが少なくて、相談員業務
として、ある程度の介護保険について調べてきて、利用者にわかりやすく説明し
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てもらう体験をしてもらって。先に、自分が説明しているところを参考にしても
らって。（Ｅ）』

（５）【スーパーバイジーのソーシャルワーカーとしての成長にやりがい】
　【スーパーバイジーのソーシャルワーカーとしての成長にやりがい】は「スーパー
バイジーの成長がスーパービジョンのやりがい」「スーパーバイジーの成功体験が
スーパービジョンのやりがい」「ソーシャルワーカーの価値の学びがスーパービジョ
ンのやりがい」「ロールモデルになれたスーパービジョンのやりがい」「自己覚知につ
ながることがスーパービジョンのやりがい」というサブカテゴリから編成された。
　このカテゴリは、未熟だと感じていたスーパーバイジーが一気に成長したり、もし
くは段階を踏んで成長していく姿にやりがいを感じていた。また、やるべき課題をや
り終えてやりがいを感じているスーパーバイジーの姿を見たとき、ソーシャルワーク
の価値について理解してもらったとき、指導したことでスーパーバイジーのロールモ
デルになれたとき、スーパーバイジーとの関わりから自己覚知ができたときに、スー
パーバイザーはやりがいを感じていたことを意味した。

『成功体験を与えられたときですかね。この前も看取りに関わった職員が充実感
を持って学んでくれたこと、やりがいを感じた後輩を見て自分もやりがいを感じ
たというか。（Ａ）』

『スーパービジョンをやっていると、成長が見えてきたときとか、一番のスーパー
バイザーにとってのモチベーションになりますし、関係性では型にはめた評価を
している中で、スーパービジョンでそれまで見えていなかった成果が表出してき
たところを見ると、脳内麻薬が出てきて気持ちいい。（Ｄ）』

『一週目より二週目、二週目より、三週目と、成長してきて、目指す像が見えて
きたときはやりがいを感じますね。（Ｆ）』

（６）【スーパービジョンによる自己覚知】
　【スーパービジョンによる自己覚知】は「スーパーバイジーから最新の理論を収集」

「スーパーバイジーから気づきを得た自己覚知」というサブカテゴリから編成された。
　このカテゴリは、福祉領域独特の固執した考え方についてスーパーバイジーとの関
わりから気づかされることがあることを真摯に受け止めようとするスーパーバイザー
の思いや、現場経験が長くなったことで滞っていた最新の知識をスーパーバイジーの
知識から修得したいとスーパーバイザーは考えていたことを意味した。

『施設の常識は世間の非常識ってところもあるので、素人の目線から、こういっ
たことはどういうことなのかって言ってくれるような人も増えてきているので、
そういった視線で受入れていこうかなって。（Ａ）』

『ソーシャルワークは理論と実践を行ったりきたりするものだと思うのですが、
仕事の質を高めるために、こちらが理論を学ばせてもらって質の向上につなげる
というか。（Ｂ）』
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図１　ソーシャルワーカーのスーパーバイジーに向き合う体験の構造

３．ソーシャルワーカーのスーパーバイジーに向き合う体験の構造（図１）
　ソーシャルワーカーのスーパーバイジーに向き合う体験の構造として以下のことが
明らかになった。
　スーパーバイザーは、【福祉現場におけるスーパービジョンの課題】と【課題不明
確で未熟なスーパーバイジー】が相まってスーパービジョンに困難を感じていたが、

【スーパービジョンの効果向上を目指した取り組み】と同時に【スーパービジョン機
能を活用した指導】によって、福祉現場におけるスーパービジョンの実践とスーパー
バイジーに対するスーパービジョンを提供していた。その結果、スーパーバイザーは、

【スーパーバイジーのソーシャルワーカーとしての成長にやりがい】を得、かつ【スー
パービジョンによる自己覚知】を相互に得る体験をしていた。

Ⅴ．考察

１．福祉現場の課題への取り組み
　本調査対象者の全員が、福祉現場における勤務経験が長くスーパーバイザー経験が
ある人であったが、それでも、養成課程の既修得学修と現場実践との違いに不安を抱
えていたり、理論と現場のソーシャルワーク実践の融合に疑問を感じていた。また、
相談員の能力の良否がケアの質を左右する課題を理解しつつ、スーパーバイジーのエ
ンパワメントを引き出すスーパービジョンの能力不足を自覚していた。スーパーバイ
ザーの能力不足の課題については、先行研究と同様の実態が明らかになった。
　また、同職種が少ない中でのスーパービジョンでは、対象者は業務を遂行しながら
指導する方法が、スーパーバイジーのやりがいを失わせたり、独断で判断して失敗し
てしまった経験をした体験をしていた。
　このような失敗経験がある一方で、深刻な人材不足を念頭に、新人の早期離職をな
んとか食い止めようとプリセプター制度導入に加えて巡回指導体勢を取り入れている
対象者がいた。プリセプター制度とは、看護領域で活用されている現任教育手法で、
新卒看護師の能力開発のため先輩看護師が職場内でトレーニングしていくものであ
る。職場内で仕事に必要なことをマンツーマンで上司や先輩が教えるＯＪＴ（On the 
Job Training）であり、効果的なＯＪＴの実施によってプリセプターシップが円滑に
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進み、新卒看護師（プリセプティ）及び先輩看護師（プリセプター）がともに成長・
発達できるとされている５）。Ｂ氏の所属施設では、このプリセプター制度導入による
効果が少なく、プリセプティとプリセプターの人間関係に問題が生じたり、支持機能
の不足がみられたりしていた。そこで、法人全体でこのプリセプター制度を巡回管理
するといった工夫をはじめ、その効果を得ていた。このような仕組みはデンマークで
も導入されており、それは認知症の指導に関わるコーディネーターのデリバリースー
パービジョンという方法である。コーディネーターは１～２ヶ月ごとに施設を訪問
し、実践状況をモニタリングして指導するという。デリバリースーパービジョンにお
けるコーディネーターの役割として、「契約に基づき施設あげての情報収集をする」

「高い能力で情報を精査し判断してくれる」「具体的方法の助言を受ける」「新たな介
護の方法が見つかる」「チーム内で介護の方向性を統一できる」「強制的介入を許可さ
れて介護を展開する」「スーパービジョンに則った新たな介護を実践する」「実践を
バックアップするモニタリングを受ける」という８つがあることが報告されてい
た６）。このことから、スーパーバイザーへのスーパービジョンに困難性を生じたとき
に、両者の関係だけに固執するのではなく施設全体でスーパーバイジーとスーパーバ
イザーのサポートをする取り組みが効果的であることが理解できる。このような取り
組みは、スーパーバイザー自身が、能力不足を自覚するようなときにも活用できると
考えられる。また、スーパービジョンの展開についてもこれまでの方法に縛られるこ
となく実情に応じて臨機応変な対応を導入することが求められると考える。
　さらに、本来であればスーパービジョンは、スーパーバイジーの学習ニーズを捉え、
スーパーバイジーのソーシャルワーク実践に間接的に関わりながら、「なぜそのよう
に実践したのか」「どのような思考が自分の実践行為に影響を及ぼしたのか」などの
省察的実践を促進させる役割がある７）が、対象者は、自己課題が明確ではなく未熟
なスーパーバイジーに対するスーパービジョンにスーパーバイジーとして困難性を感
じていた。しかし、諦めることなく、利用者への実際の関わりの場を設定してスー
パーバイジーの成功体験につなげる動機づけをはかったり、視覚教材を用いながら
スーパーバイジーの体験の意味づけによる指導を実践していた。加えて、スーパービ
ジョンの管理的・教育的・支持的機能についても、対象者は機能を活用したスーパー
ビジョンを行っていた。
　多くの先行研究はスーパーバイザーのスーパービジョン能力についての課題をあげ
ているものの、スーパーバイザーは自己の学習ニーズさえあいまいなスーパーバイ
ジーへのスーパービジョンを担っていたことが理解できる。スーパーバイザーは自己
の能力の不安や時間的制約の中で、スーパーバイジーへの仕事上の行動を指揮、コー
ディネート、強化、評価し、最終的には利用者へのサービスの質の確保を念頭に努力
していた。これは、Kadushin, A. 8）が述べているスーパービジョンそのものであると
捉えられる。

２．スーパービジョンの機能向上に向けた提言
　本調査において、ソーシャルワークの目的と役割がＯＪＴの中ではあいまいである
ことにやりにくさを感じている対象者がいた。確かに、スーパービジョンが、スー
パーバイジーに対する有効な教育・訓練もしくは管理のための手段として成立するた
めの条件として「契約」があげられる。一方の当事者であるスーパーバイジーが自ら
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の意思と判断で目標を設定しニーズを特定することは大変重要であり、契約交渉の過
程それ自体がスーパーバイジーに対する純粋な協力や参加を引き出す価値を伴ってい
るとされている９）。
　しかし、現実的には福祉現場のソーシャルワーカーがスーパービジョンを行うのは
職位の上下関係にある部下であることがほとんどであり、改めて教育に対する契約交
渉などを行う場合はほとんどみられない。また、スーパーバイジーがスーピービジョ
ンを受けていると認識すらしていない可能性も否定できない。対象者がやりにくさを
感じるのは当然のことであり、お国柄として根付かないスーパービジョンの「契約」
の課題がそこに存在すると考えられる。しかし、スーパービジョン契約の意義は、
スーパーバイザーとスーパーバイジーの両者が共に取り組む活動についての期待や理
解の一致の実現を図り、スーパービジョンの方法、目的、期待を明確化することにあ
る。「契約」の重要性は理解しつつ、その捉え方の転換を図る必要があるのではない
だろうか。たとえば、石田は、用語「契約」は、より適切には「合意」の意味で理解
されるべきであると述べている１０）。契約による文書の取り交わしや、スーパービジョ
ンに対する料金の発生はなくても、スーパーバイザーはスーパーバイジーに、教育的
支援を実施する旨を互いに確認しあう場の設定をスーパービジョンの初期に行ってお
く必要があるのではないかと考える。

３．スーパーバイザーの継続学習
　対象者はスーパーバイザーとしてスーパーバイジーと向き合っている中で、スー
パーバイジーの成長をみたときにやりがいを感じ、またモチベーションの向上につな
がっていた。すなわち、スーパービジョンによって人間関係が構築されるとともに、
両者のソーシャルワークの動機づけにつながっていたことが明らかになった。これに
ついては日本社会福祉士会が実施した「社会福祉士の専門的な実践力の向上と活動領
域の拡充に関する調査研究」１１）においても、スーパービジョンのプラスの効果として、
①スーパーバイジーの課題の整理、気づきの促し、自信などにつながった、②スー
パーバイジーの専門職としての意識や技術の向上につながった、③職場の業務におけ
る様子や職場環境が改善された、などが報告されていた。すなわち、効果的なスー
パービジョンによってスーパーバイジーの成長が図れれば、それが組織の成果につな
がる意義があると認識する必要がある。
　加えて、経験知のみの知識と技術だけではない継続学習の必要性も存在する。日本
社会福祉士会１２）は、ソーシャルワーク専門職には、地域共生社会の実現に向け、多
様化・複雑化する地域の課題に対応することが求められる期待について言及され、同
報告書の中で、現任の社会福祉士の学び直しに関して、「就労先の事業所（雇用者）
が社会福祉士の自己研鑽の意義を理解し、スーパービジョンへの理解が重要といった
意見があった」として、現任の社会福祉士の力量を高めるための取り組みの必要性に
ついて述べられている。
　ところが、スーパービジョン研修の機会が少なく、本調査対象者も６人中２人は受
講経験がなかった。先行研究では、研修の機会に加えて参加する職場環境にないとい
う課題も存在しており、この点についてはスーパービジョン研修の機会の確保と、職
場の理解の促進が急務と考える。
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Ⅵ．結論

　ソーシャルワーカーのスーパーバイジーに向き合う体験として、【福祉現場におけ
るスーパービジョンの課題】【課題不明確で未熟なスーパーバイジー】【スーパービジョ
ン機能を活用した指導】【スーパービジョンの効果向上を目指した取り組み】【スーパー
バイジーのソーシャルワーカーとしての成長にやりがい】【スーパービジョンによる
自己覚知】という６つが導かれた。
　スーパーバイザーは、【福祉現場におけるスーパービジョンの課題】と【課題不明
確で未熟なスーパーバイジー】が相まってスーパービジョンの困難を感じていたが、

【スーパービジョンの効果向上を目指した取り組み】と同時に【スーパービジョン機
能を活用した指導】によって、福祉現場におけるスーパービジョンの実践とスーパー
バイジーに対するスーパービジョンを提供していた。その結果、スーパーバイザーは、

【スーパーバイジーのソーシャルワーカーとしての成長にやりがい】を得、かつ【スー
パービジョンによる自己覚知】を相互に得る体験をしていた。
　本研究によって、スーパービジョンの展開にはこれまでの方法に縛られることなく
実情に応じて臨機応変な対応を導入すること、福祉現場の「契約」のあり方を検討す
ること、スーパーバイザーの継続学習のためのスーパービジョン研修の機会の確保と
職場の理解の促進が急務であることが示唆された。
　本研究では、６人という調査対象者であり、結果の一般化が困難である。今後は対
象者数を増やすとともに、スーパービジョンの推進的取り組みの実践事例等に焦点を
当てた調査研究についても今後の課題としたい。
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